
 

 

１ 実施体制 

２ 事業内容 

開催期間 令和４年７月３日～令和４年１２月１７日 

参加者数等 定員 ４０名（４３名） 応募者数 ８０４名 

 参加者数 ４年 １５名 修了者数 ４年 １５名 

  ５年 １３名  ５年 １３名 

  ６年 １５名  ６年 １５名 

３ 実施内容 

１日目 
開催日時 ７月３日（日) 

１３:３０～１４:００   

  

 

 

 

 

  

 

会場 埼玉福祉保育医療専門学校 

講義名 入学式 

講師 なし 

 
開催日時 ７月３日（日） 

１４：００～１６：００ 

 

 

 

 

 

 

  

生
き
方
学 

会場 埼玉福祉保育医療専門学校 

講義名 声優ってどんな仕事？ 

役になりきって挑戦してみよう！ 

講師 大田 敦子 

２日目 
開催日時 ７月３０日（土） 

１３：００～１６：００ 

 

 

は
て
な
学 

会場 ホンダテクニカルカレッジ関東 

講義名 車の大学に潜入！ 

聞いてみて触って、知らない車の

世界を覗いてみよう。 

講師 玉田 真人 /他講師の先生とアシス

タントの学生数名 

子ども大学 SAITAMA 
学長  

副学長  

子ども大学 SAITAMA 実行委員会 

実行委員長 三尾 新（しばふハウス） 

実行委員 

（関係団体） 

小学生子ども実行委員、 

中学生・高校生の実行委員、 

保護者実行委員 

令和４年度 子ども大学 SAITAMA 

車の仕組みを知る 

声優の先生を招いてのアフレコ体験 

２０２２年度子ども大学 SAITAMA スタート! 



３日目 
開催日時 ８月２０日（土） 

９：００～１１：３０ 

 

 

 

 

 

 

生
き
方
学 

会場 人間総合科学大学 岩槻キャンパス 

講義名 じぶんのからだを知ろう！  

心臓の働き 

講師 藤本 鎮也 

４日目 
開催日時 ９月４日（日） 

９：００～１２：３０ 

 

 

 

 

 

 

 

ふ
る
さ
と
学 

会場 武蔵一宮 氷川神社 

講義名 氷川神社を巡りながら歴史と文化

を学ぼう 

講師 権禰宜 遠藤 胤也 

玉川大学講師 山崎 敬子 

５日目 
開催日時 ９月２５日（日） 

１０：００～１２：００ 

 

 

 

 

 

 

 

は
て
な
学 

会場 埼玉ベルエポック製菓調理 

専門学校 

講義名 プロの器具を使って自分でお菓子

を作ってみよう!食べてみよう 

講師 山本 正隆 

アシスタント若干名 

６日目 
開催日時 １０月２３日（日） 

９：５０～１２：００ 

 

 

 

 

 

 

 

は
て
な
学 

会場 埼玉県動物海洋専門学校 

講義名 さまざまな動物に実際に見てふれ

て感じて学んでみよう！ 

講師 井守 和寿 

土岐 修平 

７日目 

開催日時 １１月２０日（日） 

午前の部 ９：３０～１１：３０ 

午後の部１３：１５～１５：１５ 

 

 

 

 

 

  

は
て
な
学 

会場 埼玉福祉保育医療専門学校 

講義名 プログラミングを使って、ドローン

を自由自在に飛ばしてみよう！ 

講師 ㈱イーダイレクト 夏目浩志 

  

心臓の音を聞いてみよう! 

お菓子を作ってみよう! 

いろいろな動物にふれてみよう! 

プログラミングでうまくドローンを飛ばそう! 

歴史と文化を学ぼう! 



８日目 
開催日時 １２月１７日（土） 

１４：００～１６：００ 

 

 

 

 

 

 

  

 

会場 埼玉大学 

講義名 修了式 １年間を振り返ってひと

りひとりの未来を発表しよう！ 

講師 なし 

４ 新型コロナウイルス感染症対策（工夫した点や苦慮した点など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参加者の声 

参
加
し
た
子
供
の
声

感
想

 

◇人前で話すのが苦手だったけれども、話せるようになりました。 

◇前は知らない人と接するのは苦手だったけど、子ども大学 SAITAMA を通して、仲間と協力す

る大切さがわかりました。 

◇やりたいことが見つかりました。 

◇感謝の気持ちをもてるようになりました。 

◇特別な体験をして普通の学校では得られない知識を得ることができた。何か前より積極的に

なったような感じがしました。 

保
護
者
の
声

感
想

 

◇写真で様子をお知らせ頂き、案内も細やかにご対応頂き、とても分かりやすく有難かったで

す。 

◇小学校では学ばない分野でバラエティに富んでいてよいと思います。会場が様々だったの

で、移動は大変でしたが子ども大学がなければ行かなかった場所へ行けて保護者も楽しめま

した。 

◇小学校の頃から、仕事を考えるきっかけができてとても良い取り組みだと感じました。 

◇人前で堂々と話ができていて、驚きました。様々な経験と同じ時間を共有したお友達の影響

をうけたと感じました。 

 

＜工夫した点＞ 

〇昨年に引き続き、定員を４０人に減らして開催。 

〇会場が屋内で広く確保できない講座については、午前・午後で人数を半分にわけて開催しました。 

〇建物に入る前の体温チェックや手の消毒、生徒には検温シートを毎回提出してもらい、体調の確認

を行いました。 

〇講座中は換気に努め、講座終了後は消毒を行いました。 

〇実行委員の定例会議は感染者が多い時期は、集会形式とリモート形式の両方をとりいれたハイブリ

ットで行いました。 

＜苦慮した点＞ 

〇昨年同様、いままで借りていた施設等がコロナ対策により貸出が難しくなっていることが多く、講

座開催会場の確保等に苦労しました。 

 

子ども大学 SAITAMA 修了式 


